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新規開講講座！ 
～多職種連携を想定した薬の適正使用につなげるフィジカルアセスメント～ 
多職種連携チーム医療の中で、医師、看護師、薬剤師それぞれの立場が行うフィジカルアセスメ
ントの目的の違いを知り、安全で最適な薬物療法を提供するために薬剤師がフィジカルアセスメ
ントを行う必要があることを学びます。 
さらに、患者が示すバイタルサインと症候から処方設計し、医師の処方意図との違いを把握する
ことにより、明日の業務への実践を目指します。 
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京都薬科大学 生涯教育センター 
TEL：075-595-4677（平日 10：00～16：00） 
FAX：075-595-4683（24時間受付） 
E-mail：skc-web@mb.kyoto-phu.ac.jp 〒607-8414 京都府京都市山科区御陵中内町5 

2018年2月 
薬剤師認定制度認証機構(CPC)より認証取得しました［G24］ 

時間 プログラム
9:30-9:40 開会の挨拶
9:40-12:00 【Ⅰ】フィジカルアセスメント総論

　　　～医師・看護師・薬剤師のフィジカルアセスメントの目的を知ろう～
　　ⅰ）医師のフィジカルアセスメント
　　　　病態把握のための問診の仕方とポイント
　　ⅱ）看護師のフィジカルアセスメント
　　　　家族的背景、社会的背景を含む情報収集の仕方とポイント
　　ⅲ）薬剤師のフィジカルアセスメント
　　　　・薬剤師によるアセスメントの目的と意義
　　　　・バイタルサインを測定する簡易な医療機器の使用方法
　　　　・まとめ「医師、看護師、薬剤師のフィジカルアセスメント」

12:00-13:00 昼食休憩
13:00-15:15 【Ⅱ】疾病の基礎

　　　～患者が示すバイタルサインと症候から処方を提案してみよう～
　　ⅰ）よくみる症候「動悸」「浮腫」「息切れ」から診断・治療への考え方
　　　　①医師による「症候学の理論」　②看護師による「症状別看護」
　　ⅱ）〈SGD〉症例検討から処方設計へ
　　　　①症例 No1　　②症例 No2

15:15-15:30 全体を通しての質疑応答、講評

2018年7月29日（日) 9:30～15:30 開催日程 

京都薬科大学 愛学館 3階 A31講義室  開催場所 

100名 定員 5,000円（テキスト代含） 受講料 

3単位／日 京都薬科大学認定単位 G24 認定単位 

2018年5月16日(水)～7月16日(月) 
定員に達し次第、お申込み終了とさせていただきます。 

申込受付 

ホームページよりお申込みください。 
https://skc.kyoto-phu.ac.jp/ 申込方法 

JCHO京都鞍馬口医療センター 血液内科 医師  淵田 真一 先生 
                                             がん看護専門看護師 門田 典子 先生  
京都薬科大学 臨床薬学教育研究センター  講師 
                                         薬剤師・救急救命士 今西 孝至 先生 

講師 
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